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　個々の農作業には、それを行う理由がある。水田畦畔
の除草に関しては、主に雑草が「病害虫の発生源になる」
と「農作業の邪魔になる」からである。「病害虫の発生源
になる」という観点から、最近の全国的な傾向として、水
稲における斑点米カメムシ類が大きな問題となっている。
　斑点米カメムシ類（以後、カメムシ）には、アカスジカス
ミカメ（写真－１、２）、アカヒゲホソミドリカスミカメ、クモ
ヘリカメムシ（写真－３）、トゲシラホシカメムシ、オオトゲ
シラホシカメムシ、ホソハリカメムシ（写真－４）、ミナミア
オカメムシなどがある。これらは、水稲の登熟期の穂に口
針を刺し吸汁し（写真－４）、その結果、加害された米が
着色米である斑点米（写真－５）となり品質低下となる。
１等米での着色米の許容範囲は1,000粒中1粒までであ
り、それ以上になると等級が下がる。カメムシの発生は
年数回繰り返す。これらは、水稲が出穂するまでは、主と
して水田周辺部のイネ科植物に寄生し、特に穂を好む。
最近の研究では、アカスジカスミカメはカヤツリグサ科
の水田雑草であるホタルイにも寄生することが明らかに
なっている（写真－２）。関東地方における水田畦畔の主
なイネ科植物は、春ではスズメノカタビラ、スズメノテッポ
ウ、イヌムギ、ナギナタガヤ、ネズミムギ（イタリアンライグラ
ス）、夏ではノビエ、メヒシバ、オヒシバ、エノコログサ、シマ
スズメノヒエ、キシュウスズメノヒエなどである。一方、水

稲コシヒカリの出穂は7月下旬～ 8月上旬である。このよ
うに、年中、水田内外には何らかのイネ科植物の穂があ
り、斑点米カメムシ類は餌には事欠かない。このため、水
田周辺部の雑草防除は、カメムシ防除を行う上で極めて
重要である。なお、イネ科植物は、出穂前は外見的に似て
いるため種の判別は難しいが、出穂後は、穂が種によっ
て形態的に大きく異なるため識別ができる（写真－６）。
　カメムシの数は水田内よりもその周辺部の畦畔などに
多い。このことは、カメムシにとって、水稲の穂は餌の一
つであることには違いはないが、ひょっとしたら、本当の
好物は水稲よりも周辺部にあるイネ科植物なのかもしれ
ない。また、最近の研究によると、カメムシの種類によりイ
ネ科植物の中でも好き嫌いがあることがわかってきてい
る。アカスジカスミカメやホソハリカメムシは、メヒシバやヒ
エを好み、エノコログサを嫌っている。その理由について、
著者はエノコログサの小穂の基部にある長い毛がこれら
の吸汁活動を妨げているのではないかと推測している。
　カメムシは昼よりも朝夕に多く見られる。ある夏の暑
さが和らいだ夕方、水田際に立ち観ていると、6mm程度
のアカメスジカスミカメが畦畔際の雑草と本田の水稲の
間を飛び回っていた。小さな生き物であるが、放っておく
と大きな被害をもたらす。小さなもの程、こわいものは無
い。油断大敵である。

（写真-4）水稲穂上のホソハリカメムシ（2007年8月 愛知県）

（写真-1）イヌビエ穂上のアカスジカスミカメ（2006年7月 石川県）

（写真-5）斑点米（左）と正常米（右）

（写真-2）ホタルイ穂上のアカスジカスミカメ（2008年7月 愛知県）

（写真-6）夏の主要なイネ科雑草の穂

（写真-3）メヒシバ穂上のクモヘリカメムシ（2007年8月 三重県）

メヒシバ エノコログサ イヌビエ シマスズメノヒエ

雑草は病害虫の生息地
（斑点米カメムシ類）

農学博士　徐 錫元
（バイエルクロップサイエンス株式会社営業本部）
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トマトの
病害
高知県農業技術センター

森田 泰彰

はじめに
　トマトは全国各地で様々な作型で栽
培されており、一年中収穫・出荷されてい
る。高知県では、平野部での促成栽培や
中山間地での夏秋雨よけ栽培を中心に
栽培されている。ここでは、高知県で発
生して問題となっている主な病害につい
て紹介する。

黄化葉巻病 （写真-1，2）

病原ウイルス：Tomato yellow leaf curl virus
 (TYLCV)

　はじめ葉が黄化しながら葉縁が巻
き、やがて葉脈間も黄化して縮葉し、小
型化する。症状が進むと株全体が萎縮
症状を示す。発病株では開花数が減少
し、開花しても結実しないことが多い。
タバココナジラミによって伝搬され、高
温期には感染後２週間程度で発症し
始める。媒介虫の媒介能力は非常に高
く、本病の防除には媒介虫の徹底防除
が必要となる。殺虫剤による防除に併
せて防虫ネットや黄色粘着資材などの
物理的防除を行う。また、伝染源となる
発病トマトは早期に除去し、適切に処分
することも重要である。
　なお、Tobacco leaf curl Japan virus
(TbLCJV)などを病原とする黄化萎縮病

（写真－３）も中山間地域を中心に散発
しているが、症状が似ており病徴での
判別は困難である。

青枯病 （写真-4）

病原細菌：Ralstonia solanacearum
　成長点付近や一部の葉が青いまま
萎れはじめ、やがて株全体が萎れて枯
死する。高温期に感染・発病しやすく、
夏秋期の栽培や高温期に定植する施

設栽培で発病が多い。防除には、抵抗
性品種・台木の利用や根傷みさせない
肥培管理が重要であるが、病原菌密度
が高い場合には土壌消毒も併せて行
う。また、一旦発病すると栽培管理中の
はさみを介して伝染するため、株ごとに
はさみの消毒を行う。

うどんこ病 （写真-5）

病原菌：(1)Erysiphe cichoracearum、
 (2)Leveillula taurica

　Erysiphe菌によるものでは、葉の表
面にうどん粉をふりかけたような白いか
びを密生し、やがて被害部の組織が黄
化する。Leveillula菌によるものでは、
葉の裏側がやや紅色を帯びた褐色に、
表側は黄色から褐色に変色し、白いか
びの発生は非常に少ない。露地栽培で
も発生するが、主に施設栽培でやや乾
燥した条件での発生が多く、10 ～ 11月
及び３～６月に多発する。防除は殺菌剤
による防除が中心となるが、多発後の
防除は困難なため、発病初期の防除を
心がけることが重要である。

萎凋病 （写真-6，7）

病原菌：Fusarium oxysporum f. sp. lycopersici
　はじめ下葉から黄化・萎ちょうし、順
次上方に進展してやがて枯死する。
病原菌は根から侵入して導管を侵すた
め、茎を切断すると導管の褐変が認め
られる。発病には28℃程度が適してお
り、高温期の発生が多い。防除には抵
抗性品種・台木の利用が有効だが、病
原菌にはレース１～３が知られており品
種に対する病原性が異なるため、適切
な品種を選定する必要がある。その他、
根を傷めない肥培管理や発病株の早
期除去、土壌消毒などにも取り組む。

（写真-7）萎凋病の茎断面

（写真-1）黄化葉巻病発病圃場

（写真-2）苗に発生した黄化葉巻病

（写真-3）黄化萎縮病

（写真-4）青枯病

（写真-5）Leveillula菌によるうどんこ病（葉表）

（写真-6）萎凋病発病圃場



4 5

根腐萎凋病 （写真-8）

病原菌：Fusarium oxysporum f. sp. radicis- 
 lycopersici

　症状は萎凋病に似ているが、萎凋病
よりも根の褐変腐敗が著しく、地際部
茎の導管褐変は萎凋病より低く15 ～
20cm程度にとどまる。また、発生は低温
期に多い。発病には低温による根の活
性低下や塩類障害による根傷みなどの
関与も大きい。防除には抵抗性品種・台
木の利用の他、根傷みさせない肥培管
理や土壌消毒などに取り組む。

葉かび病 （写真-9）

病原菌：Fulvia fulva
　葉に発生し、はじめ下葉の表側に淡
黄色の小斑点を生じ、その裏側に灰黄
色から緑褐色のビロード状のかびを生
じる。病斑が拡大するとかびの色は灰
褐色から灰紫色に変色し、葉の表側に
もかびを生じてくる。多発すると葉は
枯死、落葉する。発病は多湿条件で多
い。防除には抵抗性品種が有効である
が、品種間に抵抗性の差があるので適
切な品種を選定する必要がある。

すすかび病 （写真-10,11）

病原菌：Pseudocercospora fuligena
　葉に発生し、はじめ葉裏に不明瞭な
淡黄緑色の斑点を生じ、やがて灰褐色
のかびを生じる。病斑が拡大するとか
びの色は黒褐色に変色し、葉の表側に
もかびを生じてくる。本病は葉かび病に
類似しており、病徴での判断は困難で
ある。発病は多湿条件で多く、防除にあ

たっては、圃場が多湿にならないように
留意する。

灰色かび病 （写真-12,13）

病原菌：Botrytis cinerea
　病原菌は多犯性で、多くの作物に灰
色かび病などを引き起こす。トマトでは
果実や茎の腐敗や葉枯れ症状を引き起
こす。なお、果実では開花後の花弁を足
がかりに発病するため、花弁の残りやす
いがく付近から腐敗することが多い。ま
た、果実にゴーストスポットと呼ばれる白
色円形の小斑点を生じることがある。
多湿条件での発生が多く、施設栽培で
は降雨の多くなる３～４月の発生が多
い。防除は殺菌剤による防除が中心と
なるが、耐性菌が発生しやすいため同
一系統の剤は連用しない。また、換気な
どで湿度低下を図ることも重要である。

（写真-12）灰色かび病（葉での発生）

（写真-13）灰色かび病によるゴーストスポット

（写真-10）すすかび病（葉表）

（写真-11）すすかび病（葉裏）

（写真-8）根腐萎凋病

（写真-9）葉かび病
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トマトの
福岡県農林水産部・経営技術支援課

専門技術指導員 嶽本 弘之

はじめに
　福岡県では施設における野菜・花き類の栽培が盛んで、トマトも主
要作物の一つである。本県トマトの主要な作型は促成栽培で、ピンク
系大玉品種を１０月に定植し、５～６月頃まで収穫する。ここでは、促
成栽培で発生する主要な害虫を紹介するが、タバココナジラミが媒介
するトマト黄化葉巻病が最も重大であり、現地では媒介虫のタバココ
ナジラミ対策を主眼に置いた防除が組み立てられている。

コナジラミ類
　タバココナジラミとオンシツ
コナジラミが発生するが、薬剤
感受性の低い前者が優占種に
なっている場合が圧倒的に多
い。両種の成虫は類似するが、
タバココナジラミの成虫（写真
－１）では、静止した時に翅先
が重なり合わないが、オンシツ
コナジラミ（写真－４）は翅先
が重なり合うことで区別でき
る。また、タバココナジラミの蛹

（写真－２）は体色が黄色で、中
央が膨らみ周辺部は薄いのに
対し、オンシツコナジラミの蛹

（写真－５）は体色は乳白色で、
全体に厚みがある。
　コナジラミ類による被害とし
て、直接吸汁による生育抑制、
排泄物によるすす病の発生及
びウイルス病の媒介がある。ト
マトでは、タバココナジラミによ
るトマト黄化葉巻病ウイルスの
媒介が最も警戒を要する（写真
－３）。このウイルスに感染する
と、まず新葉が縁から退緑し、
葉巻状となり、さらに症状が進
むと葉脈間が黄化し、萎縮す
る。保毒虫（ウイルスを保毒した
成虫）が育苗期～本圃初期に

ハウス内に侵入し、増殖・感染
を繰り返し、甚大な経済的被
害を与える。トマト黄化葉巻病
を防ぐためには、媒介虫のタバ
ココナジラミに対する防除を
徹底する必要がある。目合いの
小さい防虫ネットの設置と定期
的な薬剤散布が不可欠である。

オオタバコガ
　成虫は夜行性。卵はトマトの
成長点付近に１個ずつ産み付
けられる。幼虫（写真－６）は緑
色の場合が多いが、黄褐色～
茶褐色と変異がある。若齢幼虫
は新芽や蕾に潜り込むが、中
齢以降は果実内に食入して激
しく加害する（写真－７）。幼虫
の齢期が進むと、薬剤の効果
が低下するので、フェロモント
ラップなどの情報を活用して、
発生初期の防除に努める。オオ
タバコガは低温に強く、栽培初
期にうまく防除できないと、低

（写真-2）タバココナジラミの蛹 （写真-3）トマト黄化葉巻病の症状

（写真-4）オンシツコナジラミ成虫 （写真-5）オンシツコナジラミの蛹

（写真-7）オオタバコガによる果実被害（写真-6）オオタバコガの幼虫

害虫

（写真-1）タバココナジラミの成虫
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温期でもハウス内でだらだらと
発生を繰り返すことがある。
ただし、最近では防虫ネットの
普及により、ハスモンヨトウとと
もに、多発生することは少なく
なった。

ハスモンヨトウ
　成虫は夜行性で、卵は展開
葉の裏側に、卵塊として産みつ
けられる。ふ化した幼虫は２齢
まで群生するが、３齢以降は分
散する。幼虫（写真－８）は主に
葉を食害するが、蕾や果実も好
む。オオタバコガの幼虫は果実
の中まで、食入するが、ハスモン
ヨトウは、頭部だけを果実内に
入れて食害することが多い。防
除の考え方はオオタバコガと
同様で、フェロモントラップなど
の情報を活用して、適期防除を
行う。

トマトサビダニ
　成虫（写真－９）は体色は橙
黄色で紡錘形をしている。体は
非常に小さく、肉眼では確認で
きない。トマトサビダニは高温
と乾燥を好むため、栽培初期
に発生する場合が多い。加害
は株の根元から上方に進行す
る。加害を受けると葉や果実の
表面が光沢を帯びたサビ色を
呈し（写真－１０）、下葉が枯れ
上がる。さらに、加害が上位へ
拡大すると生育不良となり、最
終的には株が枯死する。毎年、
発生する圃場や隣接圃場で

は、育苗後期から定植直後の
初期防除を徹底する。

ハモグリバエ類
　マメハモグリバエとトマトハ
モグリバエが発生する。両種は
混発しているが、後者が優占種
である場合が多い。成虫は２㎜
ほどの黄色っぽいハエで、産
卵管で葉に穴をあけて産卵す
る。幼虫は葉に潜って食害する
ため、曲がりくねった線状の食
害痕が現れる（写真－１１）。
老齢幼虫は葉から脱出し、土中
で蛹となる。促成栽培トマトで

は育苗後期から本圃初期に周
辺から施設へ成虫が侵入し、
施設内で発生を繰り返す。した
がって、施設内への成虫の侵入
を防ぐことが重要であり、防虫
ネットや紫外線除去フィルムの
設置が有効である。

（写真-9）トマトサビダニ （写真-11）ハモグリバエによる被害

（写真-8）ハスモンヨトウの幼虫 （写真-10）トマトサビダニによる被害
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広船共同防除組合組合長の長尾博人さん
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　寒暖差のある気候と良質な
土壌を持つ津軽平野の南端に
位置する平川市は、青森県内で
も高品質りんごを生産すること
で有名な地域。その中でも広船
地区はりんごの防除に対して農
家が一丸となって取り組んでい
ます。りんご栽培の現状と対策
についてうかがいました。

りんごの薬剤散布は春先が肝心
病害虫対策が品質を左右する
　平川市を訪れた9月中旬は、
特産である「ひらかつがる」の収

穫が終わり、木々には次の収穫
期を迎える「トキ」を実らせてい
ました。近年では、トキのように
果汁が多く食味のよい新品種
も多く出てきており、消費者に
喜ばれているようです。また、農
園の多くは今年度最後の薬剤
散布を行い、収穫の最盛期に
突入します。
　平川市を管轄する津軽みら
い農業協同組合（JA津軽みら
い）の営農指導課・平田敏幸さ
んにりんごの病害虫と薬剤使
用についてうかがいました。
　「芽出から開花、落花の4月か
ら5月は病害の季節。りんごの出
来を左右する大切な時期なの
で10日から13日間隔で薬剤を散
布します。特に発症しやすい病
気が黒星病で開花から収穫ま
で葉・果実に被害が出ます。年間

の散布で一番重要なのがこの5
月です。この時期に今年新規採
用したオンリーワンは効果もよく
使いやすい薬でした。暑さが増
してくる6月になると害虫の動き
が活発になり、リンゴハダニやナ
ミハダニ、リンゴサビダニなどが
寄生。ダニは葉を加害し、成長
や色つきに影響を与えりんごの
評価を落とす原因になります」。
　今年の夏は日照時間が少な
く雨の日も多かったため、薬剤
の散布が計画通り行えなかった
月もあり、6月のダニの薬剤は平
年より水量を多く散布したとい
います。

将来を見据えた共同防除で
りんご農家を元気に
　平川市・広船地区では共同で
防除を行う「広船共同防除組

合」を組織し効率の良い薬剤散
布を行っています。組合長の長
尾博人さんに組合と共同防除
についてうかがいました。
　「広船共同防除組合は平川
市内でも3 ～ 4番目に大きい組
合で、2007（平成19）年1月に嘉
瀬沢防除、パイロット防除、内
山防除の組織が合併して立ち
上がりました。今年度の散布面
積は48.55haで組合員数は54
名、薬剤を散布するスピードス
プレーヤー（SS）6台を保有。組
合員の内32名はSSのオペレー
ターとして活躍しています。

　共同防除の良いところは短
時間で効率よく薬剤を散布で
きることです。広い農園もみん
なで協力すれば時間と労力を
かけずに済み、薬剤や機械の共
同購入で経費も軽くなります。ス
プレー噴射とファンで効率的な
散布が可能なSSは、一台600万
円以上もする高価なもの。単独
で購入するにはなかなか手の
届かないものでも組織化するこ
とで入手可能になりました。　
　共同防除は高齢化する農業
や担い手問題の解決になると

長尾さんは続けます。
　「足腰が弱り始めた高齢者
にとって広い土地に薬剤を撒
くのは一苦労。それを体力のあ
る組合員で支えれば問題は解
決します。そして農業の効率化・
経費削減で見えてくるのは利
益です。利益を確保できること
が分かれば若者の労働意欲や
農業への関心が高まります。実
際、会社勤めの30代がUターン
で家の農園を引き継いだとい
う話もありました」。
　さらに今後の重点事業として
あげているのが観光。長尾さん
の農園でも5年前から地元の
温泉旅館とタイアップしてりん
ご狩りツアーを開き、昨年は約
550人が来園。今年も11月中旬
まで開催する予定です。
　最後に今後の組合と防除に
ついてうかがいました。
　「りんごは品種による価格の
差が大きく出てしまいます。安
定した収入を確保するためにも
組合内で均等にりんご作りが
出来る仕組みが必要です。また
過去16回の農林水産大臣賞を
受賞しているりんご品評とわい
化栽培・普通栽培の立木評価
に対しても力を入れたいです。

共同で防除を行い効率よく薬剤を散布
青森県・平川市のりんご農家を訪ねました

浅黄色が美しい「トキ」は、甘くて果汁たっぷり

津軽みらい農業協同組合の平田敏幸さん

真っ赤なボディの
スピードスプレーヤーは助成金で購入

　防除に対しては、今年の散
布は終了しましたが、勉強会開
催や講習会参加を積極的に行
い、使用する薬剤の選定も吟
味していきたいです。ちなみに6
月に使用したダニゲッターは散
布後ほとんどダニの発生が見
られず追加防除がありません
でした。今後も使用を検討した
いと思います」と長尾さん。共
同防除でのりんご作り、そして
地域農業の活発化を図る取り
組みに期待がかかります。

青森県内の品評会で
農林水産大臣賞を過去16回受賞

ダニゲッター
フロアブル

オンリーワン
フロアブル
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マンゴーの原産地は、インドからインドシナ半島周辺と推定されてい
る。インドでは、マンゴーは既に紀元前1500年ごろの神学書に優れた
果実との記載があり、ヒンズー教の各種催事には欠かせない果実とし
て登場している。現在では、500以上の品種が存在すると言われてい
る。インド、メキシコ、フィリピン、タイ、オーストラリア、台湾が主な産地。
日本では、沖縄、宮崎、鹿児島、和歌山、熊本で主に栽培されている。日
本で栽培されている約96％がアップルマンゴー（アーウィン種）である。
マンゴーの木は常緑高木で、樹高は40メートル以上に達する。枝の先

表紙／作物の花　マンゴーの花 （撮影　山口卓宏／解説　編集部）

●お問い合わせ、送付希望のご連絡等は上記まで
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端にもえぎ色の総状花序と呼ばれる小さな花が房状で咲く状態にな
り、開花後に強烈な臭いを放つ。この臭いにより受粉を助けるクロバエ
科などのハエを引き寄せている。マンゴーの原産地の熱帯地域は、ミ
ツバチにとって気温が高すぎるため、マンゴーは受粉昆虫としてハエを
選んだと考えられている。（日本ではハウス栽培が行われ、ミツバチに
よって受粉が行われている。）
マンゴーはウルシ科に属する植物で、ウルシ同様にかぶれを引き起こ
すことがあるため、注意が必要である。

　最近よく耳にするようになった
「GAP」。これっていったいどん
な活動なんだろう･･･と思って調
べてみました。

ＧＡＰとは？
　GAPは、「Good Agricultural 
Practice（よい農業の実践）」の
略で、適正農業規範または農
業生産工程管理手法と言われ
ています。
　GAPは、生産者自らが、農業
生産工程の全体を通して、食品
安全や環境保全などの観点か
ら特に注意すべき点検項目を
定め、その項目を確認しながら
農作業を行い、それらを記録・
検証し、農作業の改善に結び
つけていく手法です。
　基礎GAPは、農産物の安全
性確保のみならず、環境保全、
農産物の品質の向上、労働安
全の確保など継続可能な農業
を追求するのに有効な手法で
あり、農業経営の改善・効率化
の実現にもつながるものとされ
ています。
　また、生産された農産物の安
全性や品質の確保などについ

て消費者・食品事業者からの信
頼を得る上でも有効な手法とな
ります。更に、コスト削減などの
経営の観点からの必要事項も
盛り込み、経営の改善につなげ
ることができるようになります。

なぜGAPに取り組むの？
　昨今おこった数々の食品に関
する事件を背景に、安心・安全
な食品を求める声がますます高
まっています。農産物の安全性
についてもそれは同じこと。安
全な生産物であることがはっき
りとわかる証明を求められるよ

うになってきています。
　今までのように最終製品を
抜き取り検査する従来の「結果
管理」では、万が一問題があっ
た場合、どこに原因があるのか
を見つけるのが難しい上、検査
対象にならなかった製品の安
全性まで確認することができま
せん。
　GAPでは作業工程ごとに管
理する「工程管理」の手法をと
るため、想定されるリスクを排
除し、チェックすることができ
ます。

ＧＡＰ導入のメリットは？
　生産工程のチェックリストを
作成するためには、その作業工
程をしっかりと洗いだすことか
ら始めます。チェックリストを作
成すれば、なぜその作業をする
のか、それがなぜ必要な作業な
のかという作業の目的や意味
を明確にでき、問題点や改善
策をみつけ易くなります。そこ
から、農産物の安全性や品質
の確保につなげることができ
ます。
　工程のルールを決定し、ルー

ルどおりに実践したかを点検す
るチェックリストを作成したら、
農作業を開始。
　ルールどおり実行できたか、
その都度チェックリストや記録
簿を使って、確認・記録します。
記録を点検、見直しを行い、改
善点を次回の生産作業に活か
します。
　また、それらの記録は消費
者・食品事業者への説明や問
題が起きたときの原因究明にも
役立つのできちんと保管してお
きましょう。

取り組んでみたけれど･･･
　GAPによる工程管理を始め
ると、作ったときには最善と思
われたルールも実践してみる
とリスクの検討が不備であった

り、修正したほうがより効果的
な場合があります。
　「もっとこういうルールにした
ら、よかったかも」「もっと改善
できる点があるのではないか」
というように、作業ルールを常
に見直して、より安全・安心な農
産物生産を目指していくことが
できます。
　ルールづくりは無理をせずに
できるところから始めることが
お薦めです。実践と改善の継続
で、誰からも信頼される農業を
実現できます。

 
参照：
食品安全のためのGAP 策定・普及マニュア
ル（農林水産省 消費安全局）
埼玉県農業農産物安全課ホームページ
平成20年7月15日 農林水産省生産局生産
技術課より

GAPの取り組み状況において
　「21世紀新農政2007」において、GAPを積極的に導入・推進する
こととし、平成23年度までに概ねすべての主要な産地＊（2000産
地）においてGAPの導入を目指すこととしています。
　平成19年12月末時点で、導入済みの産地（合意形成済みの産地
を含む）が596産地、導入を検討中の産地が971産地となっており、
ほとんどの都道府県で取り組みを開始していますが、今後一層の
ルール作りや農家・消費者へのメリットについても明らかにしていく
必要があります。

GAPってなんだろう？
特別企画

事故があった場合、原因がどこにあっ
たのか見つけることが難しくなります。

結果管理

出荷時の
抜き取り検査

栽培工程ごとに、対策を立てているので、事故が
起こりにくくなります。

工程管理

土壌改良・施肥

播　　　　　種

農　薬　散　布

収　　　　　穫

水　　洗　　い

一　時　保　管

農薬は使用基準を
守っている?

水は汚染
されていない?

肥料は適量?
チェック

種は健全?
チェック

異物混入はない?
チェック

チェック

チェック

サンプルを抜き取ってチェックする「結果管理」と
GAPによる「工程管理」の違い

①計画（Plan）
　農場の管理
　ルールづくり

②実践（Do）
　ルールどおり
　実践・記録

④見直し・改善
　（Action）
　ルールの見直し
　改善点を次回に活かす

③点検・評価
　（Check）
　記録を点検

バイエルクロップサイエンス株式会社

農薬グラフ 編集部


